傾聴訓練の体験－上手な話の聴き方
　　　　　　
提案者：永浦　拡（兵庫教育大学大学院）
	時間
	学習活動の内容
	留意点

	（5分）
モデリング
（10分）
理解を深める
（10分）
ワーク
（20分）
まとめ
（5分）

	・机を教室の後方に移動させる
・ゲストティーチャーの自己紹介
・聴き方チェックリスト，ワークシートの配布
＜今日は，上手な話の聴き方について勉強しますが，まずはじめに，今の自分の話の聴き方について考えてみましょう。チェックリストをやってみてください＞
【上手な話の聴き方とは？】
＜自分の話を聴いてくれると，うれしいですよね。相談することは，良いストレスの対処だということを，夏休み前の授業でも話しました。でも，相手の聴き方によって，話す人がすっきりする聞き方と嫌な気持ちになる聞き方があります。今日は，上手な話の聴き方について勉強しましょう＞
【2つの聴き方（授業者側によるモデルの提示）】
＜では今から，先生に話をしてもらいたいと思います。今からA，Bと2つの聴き方を見せるので，それぞれの聴き方について，どんなところに特徴があるか，ワークシートに記入してください＞
＜お題は「好きなタイプ」についてです。話す人は，お題について話してください＞
・T.Tのうち2名が，話し手・聴き手を担当する
・聴き手は，「えらそう」→「真剣」の順番にモデル提示
・時間はそれぞれ1分ずつ（場合によっては30秒）
・ワークシート記入中に，生徒の書いた内容を机間巡視して，振り返りの際に活用
【2つの聴き方の振り返り】
―聴き方の違い―
＜AとB，2つの聴き方を見てもらいました。それぞれ，聴き方にはどんな違いがありましたか？ワークシートに記入してあったものを，いくつか黒板に書きます＞
・生徒の記述を黒板に書き出す
・生徒の発言があれば適宜応答する
＜2つの聴き方には，このような特徴がありました。それぞれAが「えらそう」な聴き方と，Bが「真剣」な聴き方ですね＞
・「えらそう」「真剣」マグネットを貼る
・それぞれの聴き方の特徴に触れながら再度解説
―話し手の気持ちの違い―
＜では，話す人は，「えらそう」と「真剣」と，それぞれ聴いてもらってどんな気持ちになったのでしょうか？話し手の先生に聞いてみましょう＞
・話し手役に「えらそう」「真剣」それぞれの聴き方の感想を発表してもらう。
・「えらそう」に聴いてもらうと気分は嫌な気持ちになり，「真剣」に聴いてもらうと気分はすっきりする
＜なぜこのような違いが出るのでしょうか？それは，「えらそう」な聴き方だと相手は「批判・否定」されているように感じ，「真剣」な聴き方は，相手の気持ちを「共感・受け入れる」というはたらきがあるからです＞
＜聴き方によって，話す人の気持ちがこんなに違うということがわかりました。どちらの聴き方が良い聴き方かは，もうおわかりですね＞
【2つの聴き方のロールプレイ】
―「えらそう」「真剣」の姿勢―
＜では，次はみなさんにやってもらおうと思います。まずは，姿勢でどんな違いがあるのか体験してみましょう。では最初に「えらそう」な姿勢をやってみましょう＞
・足を組む，うでを組む，ふんぞり返るなど
・「ばかばかしいな」という態度，表情をやってみる
＜では，次は「真剣」な姿勢をやってみましょう。無理に意識して，姿勢を取る必要はありません。普段，授業中に“いい姿勢”と呼ばれている姿勢を取ってみてください。あとは，相手の気持ちに“共感”しようという気持ちがあれば，自然に「真剣」な姿勢や態度を取ることができます＞
・身をのりだして聞く，顔をあげる，笑顔など
・「興味がある」という態度，表情をやってみる
―ロールプレイの準備―
・3人組を作り，グループの3人が円形に座る
・話し手・聴き手・観察者の順番を決める
（1番，2番，3番と，番号を決めてもらうとローテーションしやすい）
＜順番は決まりましたか？話す人のお題は，次の3つの中から選んでください。この中にあるもの以外のお題が良い人は，楽しい話を選んで，聴き手の人に話してください。決まったら，どんなお題で話すのか，聴く人に伝えてください＞
・お題のマグネットを黒板にはる
・話す内容を考える時間…30秒
―「えらそう」な聴き方―
＜それでは，では，聴く人は「えらそう」な聴き方をしてください。聴き方は黒板にはっておきます。聴く人は，黒板に書いてあるいろいろな聴き方で話す人の話を聞きましょう。さっきの姿勢も，忘れないでくださいね。観察する人は，聴く人の様子を見て，感想を話し合うときに伝えてあげてください。それでは，はじめます＞
・時間が来たら，授業者側の合図でやめ，話し手・聴き手を交代・話が終わるごとに，聴き手が話し手の気持ちを聞き，フィードバック。
・時間…30秒　感想…30秒　×　3回
―「真剣」な聴き方―
＜次に，聴く人は「真剣」な聴き方をしてください。聴き方は黒板にはっておきます。聴く人は，黒板に書いてあるいろいろな聴き方で話す人の話を聞きましょう。さっきの姿勢も，忘れないでくださいね。話す人のお題は「最近はまっていること」にします。観察する人は，聴く人の様子を見て，感想を話し合うときに伝えてあげてください。それでは，はじめます。それでは，はじめます＞
・時間が来たら，授業者側の合図でやめ，話し手・聴き手を交代・話が終わるごとに，聴き手が話し手の気持ちを聞きフィードバック
・時間…45秒　感想…30秒　×　3
＜今日やった「真剣」な聴き方は，“傾聴”といわれています。これは「相手の話に耳を傾けて聴く」という意味です。相手の話に“共感”しようとすれば，かんたんにできることなのです＞
＜上手な聴き方は，いろいろなイイ面があります＞
1.社会で活かせる
2.人気者になれる
3.友達どうしで悩みを解決できる
を提示。特に3を強調することで，受験ストレスや親子ストレスなどの他の授業とのつながりを促すことができる。
＜今日は2つの聴き方について勉強しました。「真剣」な聴き方をすることで，話す人もすっきりした気持ちになることができます。友達のサポートは，がんばらなきゃいけないときに，大きなエネルギー源となります。ぜひ聴き上手になって，今まで以上に，一緒に喜んで，励まし合えるようなクラス・学年になって欲しいと思います＞
・聴き方チェックリストの記入
・聴き方チェックリスト，ワークシートの回収
	※下敷きになるようなものを用意するように伝える。
※A・Bのマグネットをあらかじめ貼っておく
※差をくらべるために，どちらの聴き方でも同じお題でお願いする。
※それぞれの聴き方をやる前に，どちらの聴き方かは教示しない。
※ストップウォッチを準備
※「えらそう」「真剣」のマグネットを用意する。
※「批判・否定」「共感・受け入れる」のマグネット
※「えらそう」「真剣」の姿勢を繰り返してみて，違いを体験する
※順番はローテーションさせて，全員が1度は，話し手・聴き手を体験できるようにする
※お題は「好きな食べ物」「好きな芸能人」「最近はまっていること」
※お題マグネットを用意する
※グループの人数が2人以下のところには，T.Tで入る
※差をくらべるために，どちらの聴き方でも同じお題でロールプレイを行うことを強調する
※「社会で活かせる」「人気者になれる」「友達同士～」のマグネットを用意する


※POINT
　時間があれば，「相手の意見に無理矢理あわせる」ことが「共感」ではないことを伝える。
例：＜「私○○が好きなんだよね」と言われて，無理に自分も○○を好きになる必要はありません。批判や否定をしないで，「（私は好きではなくても）あの人は○○が好きなんだ」という気持ちをもって話を聴くだけで，「真剣」な聴き方になります＞
